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は じ め に
わが国には, 身近なものだけでも味噌, 醤油,
豆腐・豆腐製品, 納豆, 素麺, かまぼこ, 日本酒,
しょう酎, 和菓子など古来の伝統的な食品が無数





















































































































































ロ) 米, 水及び清酒粕, 米麹その他の政令で
定める物品を原料とし, 発酵させてこした























る｡ たとえば, 上述のように日本酒 (清酒) の定
義から外れる場合は, ｢リキュール｣ または ｢雑
















日本酒の製成 (生産) 数量は, 1975年の 135
万キロリットルをピークとしてほぼ直線的に減少
傾向をたどり, 2001年には 68万キロリットルと









む) は, その後 1,000万 kl台を維持していたが,





























(吟醸酒, 純米酒, 本醸造酒) の生産量は, まだ 4














































































































SRNは, 1999年 8月, すでに存在していた日
本酒メーカーグループの任意団体 ｢コンポ・バム







































































































共通の不安感があった｡ また, 社名は当初 ｢宮城
銘醸｣ であったが, その後まもなく現社名に変更


















で ｢無鑑査｣ と ｢二級｣ を訴えるという逆転の発
想に基づき ｢一ノ蔵無鑑査 本醸造辛口｣ を市場
に投入した｡
さらに ｢一ノ蔵無鑑査｣ を商標登録するととも
に, 対象を純米酒, 吟醸酒にまで拡大し, シリー





































した｡ また, 品質向上策として 02年に ｢新製品
は純米酒に限る｣ とする ｢純米酒宣言｣ を行った｡
⑤ 経営理念の実践



















































































































9％の伸びである (図 4)｡ 天然の糖質原料をアル
コール発酵させて造る醸造酢のうち, 穀物酢の割











 輸 出 入
数量ベースで食酢貿易をみると, 輸出, 輸入と
もに着実に伸びており, 特に 02年以降の伸びが
大きい (図 6)｡ 主要輸出先は, 米国, 中国, 香
港, オーストラリアなどであり, 輸出相手国のトッ
プは, 中国が 6割近くを占めて圧倒的に多く, し
かもその伸び率が大きい (200004年において数
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創 立：1893年 (明治 26年)






































































この組織は, 翌 04年に京都府から NPO法人
























① いちじく酢 ⑤ りんご酸





























































力) および ②構想力 (イマジネーション) であ
る｡ コンテクストとは, 数値情報, 文字 (テキス
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